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今回は、先日のおはなし会で読ん
だ日本の昔話の絵本を紹介します。

『天(てん)のかみさま金(かね)んつ
なください』（津谷タズ子再話 梶
山俊夫絵 福音館書店 2016年刊）
です。この絵本は、もともとは1988
年に「こどものとも」として発行さ
れたものです。再話された津谷さん
は、山形生まれの方ですので、文章
も山形弁ぽくなっています。

ある日、かあさんが出かけているあ
いだ三人で留守番をしていた兄弟の
ところに、やまんばがやってきます。
母さんではないものを家に入れない
ように頑張る三人ですが、やまんば
にだまされて、かあさんと偽ったや
まんばを家に入れてしまいます。た
ろうとじろうは、やまんばと気が付
いて、うまく家の外に逃げ出し、木
の上に隠れるのですが、それでも見
つかってしまいます。そこで、天の
神様にお願いすると金(かね)のつな
が、天から降りてくるのですが、そ
の音がとても印象的です。

子どもたちが小さいとき、この絵本
を読んでいました。とても怖いお話
しだったけど、また読んでほしく
なったと、息子が憶えていました。
「じん じゃらんじゃらん じん
じゃらんじゃらん」と金(かね)のつ
なが降りてくる音が忘れられないと
言っていました。

どちらかというと長いお話なのです
が、やまんばは家の中に入ってくる
し、さぶろうはどこかにいってしま
うし、木に登って隠れても、やまん
ばが登ってこようとするし、つなに
つかまって逃れると、やまんばもつ
なにつかまって登ってくるし、怖い
場面が長々と続きます。最後は、か
あさんも帰ってきて、「めでたしめ
でたし」なのですが、なにしろ怖い
場面が長い！

先日のおはなし会は、たくさんの参
加者がいて、年齢も様々で、小学生
から２、３歳の子までいました。な
ので、相方が読み始めるときは、と
ても心配でした。泣いてしまったり、
出ていきたくなる子がいたらどうし
よう。ところが、おはなしがはじま
ると、大きい子たちの目は、真剣そ
のもの。物語の中に引き込まれてい
るのがわかりました。最後まで、皆
聞き入っていました。ちっちゃな子
が、お父さんのひざに逃げていった
のは、しかたがないね。

「天（てん）のかみさま 金（かね）んつなください」」
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